
【耐震性の向上】
○耐震強化岸壁の健全度の確認

○海岸堤防の老朽化・液状化対策推進

【耐津波性の向上】
○最大クラスの津波に対する海岸
保全施設の「粘り強い構造」の具体化

課題

【耐震性の向上】
○大口地区岸壁（北）に耐震強化岸壁を２
バース整備済（平成10年度完成）
また、健全度評価を実施（平成22年度）

○海岸堤防のうち、松阪地区、香良洲地区、津
地区（贄崎）は平成２３年度までに整備済み。
三雲地区は平成２４年度完成予定。
津地区（栗真町屋、阿漕浦・御殿場）は平成
２３年度から着手

【耐津波性の向上】
○「東北地方太平洋沖地震及び津波により被災
した海岸堤防等の復旧に関する基本的な考え
方」を取りまとめ。（海岸における津波対策検討
委員会(H23.11.16)）

これまでの取組状況

【耐震性の向上】
○引き続き、海岸保全施設の整備を推進する

【耐津波性の向上】
○設計基準の改訂状況を踏まえ、海岸保全施設
の「粘り強い構造」の検討を進める

今後の取組方針

取組スケジュール

津松阪港 ハード対策について 資料６-１

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

耐震強化岸壁の
整備

海岸保全施設の
補強対策等

港湾施設の
耐津波性向上
の取り組み

粘り強い堤防に
関する検討および整備

平成２３年度 平成２４年度
平成２５年度以降

港湾施設の
耐震性向上
の取り組み

海岸保全施設の整備

海岸における津波対策検討委員会

「平成２３年東北地方太平洋沖地震及び

津波により被災した海岸堤防等の復旧

に関する基本的考え方」とりまとめ

海岸堤防の粘り強い構造の検討

大口地区耐震強化

岸壁の整備

（平成10年度完了）
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海岸保全施設の凡例

地震時における堤体の危険度が低い

地震時における堤体の危険度が高い

※三重県(H16年度）、四日市港管理組合（H20,21年度）の

海岸保全施設の耐震点検結果を基に作成

※海岸保全施設の危険度を評価するために用いた地震力
(設計震度)は、75年に1回程度発生する可能性のある地
震を基に設定。

※東海・東南海・南海地震のような巨大地震を想定したもの
ではないので、巨大地震に対しては、本判定で危険度が

低いと評価された施設についても十分注意が必要。

大口地区
緊急物資（２バース既設）

津地区（贄崎）
緊急物資（１バース計画）

耐震強化岸壁
整備済：２バース
計 画：１バース

【粘り強い海岸保全施設】 【津松阪港での取組】

（海岸における津波対策検討委員会・平成23年11月15日資料より）

津松阪港 ハード対策について

※三重県(H16年度)の海岸保全施設の耐震点検結果
を基に作成


